
福島の進路　2023.232

　「はじめる」から「かなえる」へ。福島県では、震災から10年を機に「ふくしまから 
はじめよう」からのバトンを渡す、スローガン「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」
を策定しました。復興に向けて歩んできた「これまで」と、新しい未来に繋げていく

「これから」と、県民のみなさんひとりひとりの「今」を重ねたメッセージです。

福島県の取り組み・施策シリーズ

【福島県の林業の状況】

　森林は地球温暖化や土砂災害の防止、水源のか
ん養※などさまざまな公益的機能を持っており、
私たちの生活に広く恩恵を与えてくれます。
　また、福島県内の人工林の半数以上が植栽から
50年以上が経過し、伐採の時期を迎えています。
　この豊かな森林資源を適切に管理し、「伐って、
使って、植えて、育てる」という資源の循環利用
を進めていくことは、林業の振興はもとより、地
域の活性化、森林の公益的機能の発揮にとても重
要で、これらを支える林業の担い手の確保と育成
が大きな課題となっています。
※かん養：森林が水源を蓄え、育み、守っている働き

【福島県の林業就業者の現状】

　県内の森林は、東京電力福島第一原子力発電所
事故に伴う放射性物質の影響により、森林整備や
林業生産活動が停滞しました。
　震災前までは、年間200人を超えていた新規林業
就業者数は、近年では100人以下にとどまり、就業

来たれ、未来の杣
そまびと

人よ！
林業アカデミーふくしまで学ぼう！

福島県　森林計画課

後３年以内に離職する割合も高い傾向にあります。

　また、県内全体の林業就業者数は、国勢調査に
よると、平成22年が2,181人だったのに対し、令
和２年度は2,192人と、ほぼ横ばいとなっていま
すが、65歳以上の就業者が全体の約４分の１を占
め、高齢化が進んでいます。

　福島県では、森林の再生や林業の成長産業化の実現に向けて、これからの林業を担う人材を育成
するため、令和４年４月に「林業アカデミーふくしま」を本格開講しました。
　本県林業の現状と「林業アカデミーふくしま」の研修内容や新しい研修施設、林業の担い手確
保・育成に向けた取り組みを紹介します。

ホームページで詳しい情報を公開しています。 林業アカデミーふくしま 検索

（福島県の新規林業就業者数の推移）
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（林業就業者数の推移と年齢構成）
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【林業アカデミーふくしまの開講】

　このような現状と課題の解決に向け、県では
「実践力を有し、安全に現場作業が行える『人財』※ 

の育成」、「地域の森林経営管理が行える『人財』
の育成」を基本的な柱とし、それぞれの『人財』
に求められる技能や技術などを習得できる場とし
て、「林業アカデミーふくしま」を立ち上げまし
た。
※ 『人財』：地域の林業・木材産業を担う人材は貴重な

財産であるとの趣旨で使用。

【短期研修（リカレント研修）】

　県内の市町村林務担当職員や林業従事者などを
対象とした１～５日間（選択する講座により異な
る）の研修で、林業の実務に必要な知識や先端技
術の習得をはじめ、地域の森林経営管理能力の向
上を目指します。

（先端林業技術を学ぶ）

【就業前長期研修】

　県内の林業事業体などへの就業を希望する方を
対象とした１年間の研修を通じて、森林・林業に
関する幅広い知識・技術の習得や森林施業に必要
な資格の取得を行い、ふくしまの林業の未来を担
う杣

そまびと

人※を目指します。
　本研修は令和４年４月から、高校新卒者や林業
への転職希望者など、10代～50代までの幅広い年

齢層の一期生14名が受講しています。チェーン
ソーや刈払い機などの機器の取り扱いをはじめ、
地拵え、植栽、下刈り、伐倒、搬出などの森林整
備に関する作業のほか、高性能林業機械の運転、
ドローンや森林３次元計測システムなど ICT を
活用した先端林業技術について学んでいます。
※杣人：林業で働く人を指す言葉

（伐倒訓練の様子）

【新たな研修施設】

　令和４年９月には、本県の木材をふんだんに使
用した新たな学び舎として、郡山市にある県林業
研究センター敷地内に林業アカデミーふくしまの
研修施設が完成しました。

（「林業アカデミーふくしま」研修施設）

　施設は研修棟と実習棟の２つの建物で構成され
ており、研修棟には、座学を行える研修室のほか、
シミュレーター室、図書室、大講義室、OA ルー
ムなどを完備しています。
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（研修室）

（ハーベスタシミュレーターの操作）

　また、ラウンジは研修生同士の交流の場として
利用されています。

（ラウンジ）

　実習棟には伐倒練習機や枝払い練習機などの機
器を設置し、天候によらず研修が行える環境と
なっています。

（実習棟）

【令和６年度研修生募集】

　林業アカデミーふくしま就業前長期研修の第三
期生を募集します！！
　研修は令和６年４月よりスタートします。
　本県の森林・林業に興味のある方や森林の中で
働きたい方は、ぜひ林業アカデミーふくしまで学
びませんか？
１　募集定員　15名程度
２　受講条件　次の条件を全て満たす者
　⑴　福島県内の林業事業体に就業を希望する者
　⑵ 　高等学校卒業または同等以上の学力を有す

る者
３　研修期間
　 　１年間
　　（令和６年４月上旬～令和７年３月上旬）
４　受講手数料
　 　年額118,800円（別途作業服、テキスト、保

険料などが実費負担となります。）
５　給付金制度
　 　安心して研修に専念できるための給付金支援

制度があります。（受給条件あり）
　　予定額　年間142万円

（第一期生：未来の杣人たち）

［問い合わせ先］
　福島県林業研究センター企画研修部
　　電話：024（945）5974
　福島県森林計画課
　　電話：024（521）7426 

ホームページはこちら！


